小項目評価の論点に関する検討結果（案）について
１　論点に関する検討結果（案）
Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標
	平成22年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント（案）

	全学的経営戦略の推進
	（134）
	２
	Ⅳ
	Ⅳ
	○理事長（学長）のトップマネジメントのもと、引き続き外部研究資金の獲得を進め、法人化当初に比して116％増となる外部研究資金の獲得や、「大阪府立大学基金」等を通じて前年度並みの寄付金を獲得するなど、自律的な収支構造への転換、財政基盤の安定化に向けた取組みを着実に進めている点を評価する。また、直面する全学的課題として重点戦略目標を定めて政策的に予算配分し、目標の実現に取組んでおり、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


Ⅲ　財務内容の改善に関する目標
	平成22年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント（案）

	外部研究資金の獲得
	（170）
	２
	Ⅴ
	Ⅴ
	○21年度に引き続き、年度計画に掲げる目標（法人化前に比して30％増）を大幅に上回る116%増の外部研究資金を獲得しており、自己評価のⅤは妥当であると判断した。


Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標
	平成22年度計画
	番号
	ウエイト
	自己評価
	委員会
評価
	判断理由・コメント（案）

	法人情報等の積極的な公開・公表
	（193）
	
	Ⅳ
	Ⅳ
	○21年度に引き続き、地域住民を対象とした記事型広告「What’s府大」の発行などにより法人情報等の積極的な公開・公表に取組むとともに、新たな取組みとしてイベント等の開催など戦略的広報活動を推進した。また、ホームページのリニューアルにより、トップページのみ閲覧する者（直帰率）が６分の１に減少するなど広報の取組みの効果が出ており、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


２　小項目評価（Ⅰ～Ⅴ）の分布状況　

資料２　





�
評価対象


項目数�
Ⅰ�
Ⅱ�
Ⅲ�
Ⅳ�
Ⅴ�
�
�
�
計画を大幅に下回っている�
計画を十分に実施できていない�
計画を順調に実施している�
計画を上回って実施している�
計画を大幅に上回って実施している�
�
教育研究等の質の向上�
113�
�
�
業務運営の改善及び効率化�
31�
0�
0�
30�
１�
0�
�
財務内容の改善�
15�
0�
0�
14�
０�
1�
�
自己点検・評価及び情報提供�
9�
0�
0�
8�
1�
0�
�
その他業務運営�
18�
0�
0�
18�
0�
0�
�
合計


※（　　）内は「教育研究等の質の向上」を除いた合計�
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（73）�
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